
 

 

 

 

 

 

 11 月 25 日（金）に3区中学校統合実行委員会設置準備委員会第2回全体会議及び第2回校

名・校歌・校章部会を開催しました。全体会議では、3区の地域協議会から統合に関する答申が

されたことを受け、名称を「3区中学校統合実行委員会」に変更することが決まりました（これ

に伴い、たよりの名前も変更しました）。また、各部会も順次開催しており、統合に向けた取組

が順調に進んでいます。 

 校名・校歌・校章部会では、校名選定のアンケート結果を参考に、第1候補から第3候補の

3校に絞り込みました。今後、教育委員会で1校に絞り込んだ後、市長に報告し、市議会3月定

例会に提案する上越市立学校条例の一部改正案の議決をもって、正式に決定となります。 

＜校名・校歌・校章部会で3つに絞った校名案と選考理由・アンケートの主な意見＞ 

 校名案 部会での選考理由 アンケートの主な意見 

第
一
候
補 

東頸中学校 

（とうけい） 

・地域性を表す言葉として、多く
の人が慣れ親しんでいる。 

・地域の歴史や文化を踏まえた校
名とすることで、校区の住民と
して世代を超えて語り継いでい

くことができる。 

・地域の歴史を受け継ぐよい名前
だと思う。 

・地名があることで、どこの地域に
ある学校なのかよく分かる。 

・地域に密着しており、身近に感じ

られるのではないか。 

第
二
候
補 

桜花中学校 

（おうか） 

・子どもたちが夢と希望をもって
入る学校の名前にふさわしい。 

・3 校には桜が植栽されており、
上越市は桜の咲くまちのイメー
ジがあるため、桜の名前を冠す

る校名があってもよい。 

・上越市の木とされる桜が、3校に
共通してある。 

・春の桜の咲くイメージが美しく、
華やかさがイメージされる。 

・地名でなくても、3区に共通する

自然のものを校名にしてもよい。 

第
三
候
補 

新星中学校 

（しんせい） 

・子どもたちが夢と希望をもって
入る学校の名前にふさわしい。 

・新しさがイメージできる。校歌、
校章も夢のあるデザインが期待

できる。 

・輝く星のイメージが未来に向か
っていくようでよい。 

・新しく開校した学校で、生徒が輝
いて生活してほしい。 

・全く新しい希望に満ちたイメー
ジが持てる。 

＜参考：アンケート結果（360人 852 票：意見に記載のあった4校を含む）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

3区中学校統合実行委員会だより 第1号 

統合実行委員会が動き出しました 
令和4年12月 22日  

3区中学校統合実行委員会 事務局 

 アンケート結果では、特に子

どもたちから「桜花」「新星」と

いった現在の地名等が入らない

校名が選ばれる傾向が見られま

した。一方、地域の皆様は、歴

史的・地理的観点から選ばれて

いる傾向が見られました。その

中にあって「東頸」は、子ども

たちや地域から、等しく選ばれ

ている校名でした。 



 

 

＜各部会について＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 校名・校歌・校章部会 

・1 月に校名の内定報告を教育委員会から受ける予定です。その後、校歌の歌詞に入れた

い言葉や校章デザインのイメージを地域の皆様から募集します。 

 

○ 通学部会 

・10 月下旬に学校教育課と区担当者による打合せを行い、12 月 20 日に第 1 回部会を予

定しています。 

 

○ PTA部会（11月21日に第1回部会を開催） 

・正副部会長の決定 

部 会 長 松野 幸博 様（浦川原中学校PTA） 

副部会長 小関 将嗣 様（安塚中学校PTA） 

髙橋 澄恵 様（大島中学校PTA） 

・各校のPTA組織や年間活動等について情報交換をしました。 

・事前の交流活動について 

新型コロナウイルスの感染状況を見極めながら、学校行事や PTA 行事に合わせて交

流活動の実施について検討していきます。 

・学校指定用品について 

体操着、上履き … 新しいデザインを検討します。 

制服 … 男女の区別なく着用できるものを検討します。 

外履き、カバン … 指定なしとします。 

 

○ 後援会部会（11月 15日に第1回部会を開催） 

・正副部会長の決定 

部 会 長 小酒井徹夫 様（大島中学校後援会） 

副部会長 村松 勝蔵 様（浦川原中学校同窓会） 

北嶋 賢一 様（安塚中学校後援会） 

・各後援会、同窓会組織等の状況の確認と情報交換をしました。 

・開校を祝う会について 

新型コロナウイルスの感染状況を見極めながら、第2回部会（来年5月開催予定）の 

際に、開校を祝う会の実施について結論を出す予定です。 

・閉校記念事業について情報交換を行うとともに、閉校記念事業に係る補助金について説 

明しました。 

 

○ 学校運営協議会・地域青少年育成会議組織検討部会 

・第 1回部会を 1月に予定しています。 

※現行のものの移行期間

についても今後検討し

ます。 


